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桑 に対す る都市下 水汚泥の施用効果
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近年,都市下水道の普及とともに終末処理場で発生する

汚泥の量も急増してきている。汚泥は一般に有機物や窒素 ,

リン酸などの肥料成分を多量に合んでいるとされ,農地へ

の還元が望まれている。しかし重金属などの有害成分が土

壌や植物体への蓄積に及ぼす影響などの問題点も多い。

一般に下水汚泥は処理場への流入水の成分や処理方式に

より,発生する汚泥の成分も著しく異なるといわれている。

福島県内では現在 4カ 所の処理場があり,年間 2万″以上

の汚泥が発生している。そこで県内の各汚泥の化学的性状

を明らかにするとともに,その施用が桑の生育と重金属類

の樹体内蓄積に及ぼす影響等を検討し,桑国における効率

的な利活用を図るための基礎資料を得る目的で本試験を実

施した。

なお,汚泥等の重金属分析に協力していただいた原町市

下水処理場水質検査室の諸氏に感謝の意を表する。

2試 験 方 法

まず,県内における下水汚泥の発生実態とその化学成分

について調査した。

次に汚泥の施用が桑の生育に及ぼす影響をポット試験

(1/2,0008)にて検討した。試験区は汚泥少量単用区(乾

物 75″ポット), 汚泥十三要素区 (N:P205:IC20-3:

15:15ι/ポ ット), 汚泥+リ ン酸 カリ区,汚泥+窒

表 : 供試下水汚泥の成分

水分
)(%)

素 カリ区,汚泥多量単用区 (乾物 750%/ポ ット)等 を設
け,主に汚泥中に含まれる窒素, リン酸の肥効を中心に検

討した。供試土壌は施肥前歴のない強酸性粘質土壌を用い,

植付け前に炭カルによる酸度の嬌正 (pI16 2)を行った。

植付けは 5月 4日 に改良鼠返の代出苗を用いて行い, 9月

4日 に各器官別乾物重を測定し収量調査とした。

さらに,重金属類の樹体内蓄積に及ぼす影響を調べるた

め,汚泥十三要素区と汚泥多量単用区の2区について,葉 ,

校条,根における分析調査を行った。

また跡地土壌の一般化学性の変化についても調査した。

汚泥あるいは植物体の重金属類の分析は,いずれも原子吸

光分析法により,鉄 ,マ ンガン,亜鉛は直接法,銅 .カ ド

ミウムはAPIЮ ―MIBK法 ,水銀は金アマルガム法,ヒ素

は還元気化法によった。               ‐

3 結果および考察

1 各種汚泥の成分
県下4処理場における汚泥の成分を表 1に示した。それ

によると成分は処理過程で用いる凝集剤の種類により大き

く異なり,A,3は高分子凝集剤を用いているためほぼ中性

で,有機物と窒素含量が高い。 C,Dは 塩化第二鉄と消石

灰を用いているため,強アルカリ性で石灰含量が著しく高

い。またAは ナトリウムが多く, Bは亜鉛,銅 ,カ ドミウ

ム,水銀が多く, Cは ヒ素, Dは マグネシウムが多いなど

汚泥の種類によって各成分含量にかなりの変動がみられた。

(水分以外は対乾物 )

縞 品 “⑩
0 31  3 45   9 2  2,240

0 04  2 43   9 2  1.190

0 05  4 18   16 0  2,370

0 06  5 83  15 6  1,700

や劣る結果であった。これは観察などから過剰障害の影響

と推察された。また少量施月に化学肥料 (三要素 )を併用

すると,いずれも化学肥料単用に比べ 15～ 27%の生育増が

認められた。
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2 汚泥施用と桑の生育

汚泥少量単用施用による桑の生育はAが最も良好で,次

いで Bが良く,C,Dは劣った。しかし多量施用の結果では

B,C,Dはいずれも少量施用よりまさったが,Aは逆にや
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次に,汚泥中の窒素ならびにリン酸の肥料的効果を調べ

るため,汚泥+リ ン酸 カリ区,汚泥+窒素 カリ区を設
け検討した結果,窒素質肥料としての肥効は△が最も高く,

次いでBが高く,C,Dは低い傾向にあった。またリン酸質
肥料としての肥効はいずれの汚泥もかなり高いことを認め

た。なおカリの効果については汚泥中に含まれる量が少な

いので期待できないものと思われる。

図 : 汚泥施用と収量 (葉 +枝条 乾物重 )

3 樹体内における重金属類含量
樹体内各器官における重金属類含量は,汚泥少量施用で

は,各汚泥とも対照区と大差が認められなかったが,多量

施用するとA,3汚泥では葉中のマンガン,亜鉛,カ ドミウ

ム含量が頭著に増加した。しかし,C,D汚泥ではほとんど
高まる傾向はなかった。これは汚泥中のカルシウム含量が

表 2 葉身における重金属類濃度  (対乾物r)
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表3 跡地土壌の化学性
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多く,土壌が中性～アルカリ性に保たれていたためと思わ

れる。一方,鉄 ,銅 ,水銀 ,ヒ素はどの汚泥でも対照区と

はとんど差がない結果であった。

枝条.根においてもほぼ同様な傾向であった。

4 跡地土壌の化学性
汚泥少量ならびに多量単用施用区の跡地土壌の一般的化

学性を調べた結果,少量施用ではC,D区 の pHがやや高ま

り,置換性カルシウムも増加する傾向にあった。多量施用
ではこの傾向が顕著で,さ らに有効態 リン酸あるいは腐植

の増加等が各汚泥とも認められた。

4 ま

1 福島県内においては年間 2万″以上の下水汚泥が発生
し,そのほとんどが理立地等に投葉されており,農地還元

はほとんどなされていない現状にある。

2 汚泥の成分は処理場によって著しく異なり,その主な
原因は流入水の成分と処理過程の違いによるものであった。

3 桑の生育からみた汚泥の肥効は種類によって異なった。
とくに窒素質肥料としての肥効は高分子凝集剤利用の汚泥

が高く,またリン酸質肥料としての肥効はいずれの汚泥も

高いことを認めた。

4 重金属類の樹体内への蓄積は少量施用(乾物75クポッ
ト)では問題ないが,多量施用 (750%/ポ ット)す ると,

汚泥の種類によってはマンガン,亜鉛 .カ ドミウムなどが

異常に高まる傾向がみられた。

5 跡地土壌分析の結果,塩化鉄 ,石灰を凝集剤として使
用している汚泥は,酸度矯正効果が大きく,そのほかの汚

泥も有効態 リン酸,腐植等の富化効果が期待される。
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汚泥+NPК 併用
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